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２０１４
（平成２６年）

今
月
の
注
目
記
事

◆
余
市
町
福
祉
灯
油
助
成
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
（
Ｐ
３
）

◆
平
成
26
年
度 

保
育
所
（
園
）
入
所
申
込
受
付
が
始
ま
り
ま
す
／

　

臨
時
生
活
安
定
資
金
・
福
利
厚
生
資
金
貸
付
の
お
知
ら
せ
（
Ｐ
４
）

◆
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
／
余
市
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
（
Ｐ
５
）

◆
ふ
れ
あ
い
収
集
の
ご
案
内
（
Ｐ
６
）

  
【主な目次】
　健康と暮らしの情報 ………………Ｐ９

　募集・お知らせ …………Ｐ１０・１１

　けんこうひろば   …………………  Ｐ１２

　余市町でおこったこんな話     ……Ｐ１３

　生涯学習だより …………Ｐ１４・１５

竹鶴政孝さん ・ リタさんをモデルとした

ドラマの制作放送が決定しました！

民の皆様のお力添えもいただきながら、町全体が一

丸となって、観光振興や撮影協力などさまざまな取

り組みを進めてまいります。

　皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。

　なお、　本誌１３ページ「余市町でおこったこん

な話」でも、お二人にまつわるエピソードを紹介し

ていますのでご覧ください。

【写真】竹鶴政孝さん・リタさん夫妻（大正９年頃  撮影）

　余市町の名誉町民で日本のウイスキー誕生を支えた竹鶴政孝さんとその妻リタ

さんをモデルにした、ＮＨＫの連続テレビ小説『マッサン』が制作放送されるこ

とになりました。放送予定日は平成２６年９月２９日（月）～平成２７年３月

２８日（土）です（全１５０回）。

　ドラマは２人をモデルに創作も交え、「日本人技術者と英国人妻の奮闘記」と

して描かれます。余市町がモデルの場所も登場予定です。

　余市町の魅力を全国に発信する絶好の機会で、各関係機関・団体と連携し、町
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謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
平
成
26
年
の
新
春
を
、
皆
様

と
共
に
健
や
か
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
を
大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
町
政
に
対
す

る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
内
の

景
気
は
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
き
た
も
の
の
、

今
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
８
％
へ
の
引
き
上
げ

が
表
明
さ
れ
、
今
後
の
景
気
回
復
の
停
滞
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
９
月
に
は
２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
が
決
定
し
ま
し

た
。
４
年
に
一
度
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
が
日
本

で
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
大

き
な
喜
び
で
あ
り
、
そ
の
経
済
波
及
効
果
は
非

常
に
大
き
い
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
午
年
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

馬
の
背
に
乗
る
よ
う
に
景
気
が
跳
ね
上
が
る
よ

う
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
残
暑
が
続
き
、
９
月
を
過
ぎ
て

も
半
袖
で
過
ご
せ
る
よ
う
な
陽
気
と
な
り
ま
し

た
が
、
水
産
業
で
は
、
一
昨
年
の
い
か
漁
の
不

漁
に
続
き
、
昨
年
は
さ
け
の
漁
獲
量
の
低
下
が

見
ら
れ
、
一
方
で
ブ
リ
が
暖
流
に
乗
っ
て
北
上

し
た
た
め
漁
獲
量
が
増
え
て
い
る
状
況
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
農
業
で
は
、
融
雪
の
遅
れ
に
加
え
低
温

が
長
引
き
、
さ
ら
に
は
夏
の
猛
暑
と
な
り
ま
し

た
が
、
台
風
の
上
陸
も
な
く
農
業
被
害
も
極
め

て
少
な
か
っ
た
た
め
、
果
樹
・
野
菜
と
い
っ
た

農
作
物
は
収
穫
量
こ
そ
昨
年
よ
り
少
し
落
ち
込

み
ま
し
た
が
、
総
じ
て
良
好
な
品
質
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
観
光
で
は
、
平
成
10
年
の
オ
ー
プ
ン
以

来
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
足
を
運
ん
で
頂
い
て

い
る
余
市
宇
宙
記
念
館
が
昨
年
７
月
28
日

（日）
に

来
館
者
100
万
人
を
達
成
し
、
ま
た
新
し
い
ワ
イ

ナ
リ
ー
の
オ
ー
プ
ン
、
さ
ら
に
は
余
市
町
の
名

誉
町
民
で
あ
り
ま
す
、
竹
鶴
政
孝
さ
ん
と
そ
の

妻
リ
タ
さ
ん
を
モ
デ
ル
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続

テ
レ
ビ
小
説
「
マ
ッ
サ
ン
」
の
制
作
発
表
が
あ

り
、
明
る
い
話
題
の
多
い
年
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
を
契
機
に
本
町
の
観
光
が
よ
り
一
層
魅

力
的
に
飛
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
、
行
政
と
し

て
も
観
光
振
興
に
力
を
入
れ
て
ま
い
ら
な
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
そ
し
て
先
人
達
の

た
ゆ
ま
な
い
努
力
に
よ
っ
て
築
き
あ
げ
て
き
た

余
市
町
が
、
住
み
良
く
活
気
に
満
ち
た
町
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
は
、
町
民
と
行
政
が
情
報
を

共
有
し
、
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
余
市
町
を
将
来
に
わ
た
り
「
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」、「
元
気
な
ま
ち
」
に
し
て

い
け
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
幸
多
き
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

余
市
町
長
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希
望
に
満
ち
た
平
成
26
年
の
新
春
を
迎
え
、

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
議
会
活
動
に

対
す
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
町
議
会
を

代
表
し
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
昨
年
は
、
２
０
２
０
年
夏
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
都
市
に
東
京
が
決
定
さ
れ
、

日
本
中
が
喜
び
に
わ
く
な
ど
明
る
い
話
題
も
あ

り
、
ま
た
、
７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
与

党
が
大
勝
し
、
国
民
か
ら
、
金
融
緩
和
、
公
共

事
業
、
成
長
戦
略
を
三
本
の
矢
と
す
る
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
に
よ
る
経
済
再
生
な
ど
有
効
な
景
気
対

策
や
雇
用
対
策
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
に
よ

り
、
我
が
国
を
覆
っ
て
い
た
閉
塞
状
況
を
打
開

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
一
方
で
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
汚
染
水
漏
れ
処
理
、
大
詰
め
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
な
ど
、
山
積
す
る
問
題
が
数
多
く
あ
り
、
国

に
お
い
て
は
十
分
な
議
論
を
尽
く
し
、
国
民
が

納
得
し
た
中
で
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
お

り
ま
す
が
、
と
り
わ
け
、
東
日
本
大
震
災
に
お

け
る
復
興
が
被
災
地
で
の
懸
命
な
努
力
に
も
か

か
わ
ら
ず
一
向
に
進
ま
な
い
な
ど
、
被
災
地
で

は
多
く
の
方
々
が
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
は
責
任
を
持
っ
て
対
策
を
講
じ
、
被
災

地
の
方
々
の
安
心
、
安
全
の
確
保
と
復
興
に
努

め
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
少
子
・
高
齢
化
が
急
激
に
進

展
す
る
中
、
国
で
は
、
少
子
化
対
策
、
医
療
・

介
護
、
年
金
と
い
っ
た
社
会
保
障
制
度
の
根
本

的
な
改
革
を
目
的
と
し
た
、
消
費
税
の
増
税
を

含
む
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
を
順
次
推
し
進

め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
国
民
に
と
っ

て
わ
か
り
や
す
く
、
世
代
間
を
超
え
て
安
心
で

き
る
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
が
確
立
さ
れ

る
こ
と
を
強
く
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

余
市
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
長
引
く
景
気
の

低
迷
を
反
映
し
、
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
行
財
政
改
革
を
推
進

し
、
限
ら
れ
た
財
源
で
有
効
且
つ
効
率
的
な
財

政
運
営
を
図
り
、
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

地
方
分
権
が
進
め
ら
れ
て
い
る
今
日
、
二
元

代
表
制
の
一
翼
を
担
う
地
方
議
会
の
役
割
は

益
々
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
私
共
議
会
と
致
し

ま
し
て
も
町
民
の
代
表
と
し
て
、
懸
案
の
諸
課

題
に
つ
い
て
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
尚
一
層
の
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

新
し
い
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

ご
健
勝
で
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

余
市
町
議
会
議
長

  
    

中  

井  

寿  

夫



〈2014. ①広報よいち　３〉

　町では、町内に居住する次の方々の冬期間の生活を支援するため、灯油の購入等にかかる費用の一

部を助成することとしました。

●対象となる世帯
　

　①平成２６年１月１日現在（基準日）において、余市町に住所があり在宅している世帯
　　【施設入所や長期入院等で基準日以降１ヵ月以上不在となる世帯を除く】

　②平成２５年度町民税が非課税の世帯
　　【事実上、平成２５年度町民税課税世帯の家族と同居している方は除きます。】

　上記の①、②の両方の要件を満たしていて、かつ、次の１・２・３のいずれかの条件に該当する世

帯が対象となります。

　１，独居高齢者世帯
　　・基準日において７０歳以上の方だけの単身世帯《事実上、他の家族と同居している方は除き

　　　ます。》　※７０歳以上の方 ⇒ 昭和１９年１月２日以前に生まれた方

　２，重度障がい者世帯（生活保護世帯を除く）
　　・身体障害者手帳〔１級・２級〕、療育手帳〔Ａ判定〕、精神障害者保健手帳〔１級〕の交付ま

　　　たは重度心身障害者医療助成を受けている世帯

　３，ひとり親世帯（生活保護世帯を除く）
　　・児童扶養手当を受けている母子及びこれに準ずる父子世帯、またはひとり親家庭等医療費助

　　　成を受けている世帯

●助成金の額
　１世帯につき１万円を助成します。　（原則として口座振込です）
　　

■助成の決定・却下については、審査の上、随時申請者に通知します。

●助成金申請の受付について
　◆受付期間　１月１４日（火）から２月２８日（金）まで
　　《受付は、土・日・祝日を除く午前８時４５分から午後５時１５分》

　◆受付場所　余市町役場１階 民生部窓口
　　　※代理人（民生委員等）による申請も受付けます。なお、郵送による申請はできませんので　

　　　ご注意ください。

●助成金申請に必要なもの
①申請書　　役場または地区の民生委員のところにあります。

②印　鑑　　持参してください。

③申請者名義の預金通帳　　

　【ゆうちょ銀行を利用される方は、他の金融機関からの振込用の店名・口座番号が記載されている通帳】

④重度障がい者世帯及びひとり親世帯　　各種交付手帳または受給者証をご持参ください。

⑤平成２５年１月２日以降に町外から余市町に転入された方

　前住所地から市町村民税が非課税であることを証明する書類をお取り寄せのうえご提出ください。

⑥代理人申請　申請者の代理人がご本人であることを証明できるものと印鑑をご持参ください。

◆問合せ　町民福祉課　　　　２１－２１２０または

　　　　　 高齢者福祉課　　　２１－２１１９

余市町 福祉灯油 助成事業の実施について

↓

↓
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　平成 26 年度
　　　保育所（園）入所申込受付が始まります

　町では保護者が仕事や疾病等の理由で、日中児童（就学前）を保育できる家族がいない場合、下記の保育所

（園）に入所することができます。

　平成２６年４月１日以降に入所（園）を希望される方の申込みを受付いたしますので必要な書類等をお持ち

のうえ役場窓口にお越しください。

　○大川保育所（延長保育あり）

　○中央保育所（一時保育あり）

　○よいち保育園（延長保育あり）

◆受  付  場  所　町民福祉課 民生年金グループ　

◆期　　　間　１月６日（月）から１月３１日（金）まで

◆必要書類等　保育所入所申込書・在職証明書（以上の書類は役場、各町立保育所、よいち保育園にあります )・

　　　　　　　印鑑・平成２５年分源泉徴収票または確定申告書の写し（保護者等）

　　　　　　　【平成２５年１月１日以降余市町に転入された方は、その他にも必要な書類がある場合があり

　　　　　　　   ますので申込時にお問合せ願います】

　　　　　　　　なお、平成２６年４月１日以降の入所承諾を受けている方は、入所申込書の提出は必要あり

　　　　　　　ませんが、在職証明書および源泉徴収票等を必ず提出してください。

◆問　合　せ　町民福祉課 民生年金グループ　☎２１―２１２０

労働者の方へ臨時生活安定資金・福利厚生資金貸付のお知らせ

【臨時生活安定資金】　
貸　付　目　的 対　　象　　者

①余市町内に居住する季節労働者を対象とし、
病気や災害、その他日常生活の不時の出費のた
めの一時金の貸付

①雇用保険法短期雇用特例被保険適用者及び適用予定者で
ありかつ被扶養者を有する世帯主とし、本人または、被扶
養者が現に余市町に居住し、転出の予定がない方

②企業倒産等により生活不安定となった方への
一時金の貸付

②上記以外の労働者で、雇用保険法適用者及び適用予定の
一般被保険者でありかつ被扶養者を有する世帯主とし、本
人または、被扶養者が現に余市町に居住し、転出の予定が
ない方

貸付額
受付期間
貸付利息
償還方法
保証人

申込受付場所
貸付決定
詳細・問合せ

１人１件に限り５万円以上２０万円以内
年間を通じ随時
年利３．００％以内（平成２５年４月１日現在）
２０か月以内（据置期間あり）
原則として２人
なお、事業主が保証人の場合は１人でも可（ただし小樽市、北後志管内の事業所に勤務され
ている方で、取扱金融機関（北海信用金庫本店）が認めた場合）
商工観光課 商工労政グループ
町及び取扱金融機関において資格要件、貸付の可否について審査を行い決定
商工観光課 商工労政グループ　☎ ２１－２１２５

【福利厚生資金】　
貸　付　目　的 対　　象　　者

余市町内に居住する労働者の家庭経済負担の緩
和を図るため、教育資金、生活資金の貸付　

余市町内に１年以上住所を有する労働者で、町税を完納し、同
一事業所に１年以上勤務し、今後も引き続き勤務する方で、前
年の年収が１５０万円以上で、取扱金融機関の貸付条件に該当
する方

貸付額
受付期間
貸付利息

償還方法
申込受付場所
貸付決定
詳細・問合せ

１人１件に限り５０万円以内
年間を通じて随時
教育資金　年利２．３９％　（平成２５年４月１日現在。別途保証料が必要）
生活資金　年利２．８１％　（　　　　　　同　　　　　上　　　　　　　）
５年以内、元利均等月賦償還（半年賦償還併用可）
取扱金融機関（北海道労働金庫 小樽支店）
取扱金融機関において貸付の可否について審査を行い決定
商工観光課 商工労政グループ　☎ ２１－２１２５

　町では、労働者の方に、臨時生活安定資金・福利厚生資金の貸付を行っています。不時の出費や教

育資金、生活資金にご活用ください。
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　２０歳を迎えると、様々な権利とともに義務も生まれます。国民年金に加入することもそのひとつです。

　国民年金は、日本に住む２０歳から６０歳までのすべての人が加入し、保険料を納めることとなっています。

自営業・学生の方などが２０歳になった時は、役場で国民年金加入の手続きが必要です。また、厚生年金保険

や共済組合の加入者（第２号被保険者）に扶養されている配偶者の方が２０歳になった時は、第２号被保険者

の勤務先において加入の手続きを行う事になります。

　国民年金は老後の生活保障だけでなく、加入者がケガや病気により障害が残ったときは「障害年金」、亡く

なられたときにはその遺族に「遺族年金」が支給されるなど、あなたや家族の生活をサポートする制度です。

　ただし、加入の届出漏れや保険料の納め忘れがあると年金が受けられないことがあります。もしものときに

後悔しないように、国民年金の加入手続きを行い、保険料を納めましょう。

　なお、学生の方や収入が少なく保険料の納付が困難な方の場合は、「学生納付特例制度」や、「若年者納付猶

予制度」など保険料の支払いを猶予する制度がありますので、加入手続きと併せて申請してください。

　◆問合せ　町民福祉課 民生年金グループ　☎２１－２１２０

▲▽ 国民年金のお知らせ△▼
２０歳になったら国民年金

　平成２５年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告の相談及び申告書の受付は、２月１７日（月）から３

月１７日（月）までです。

　確定申告書は、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で作成し、印刷して郵送等により提出

することができます。

　税務署などの確定申告会場にお越しの際には、「前年の申告書控え」、確定申告に必要な書類及び印鑑をご持

参ください。

　駐車場が大変混雑しますので、公共交通機関をご利用ください。

　税務署の閉庁日（土・日曜日、祝日等）は、税務署での確定申告の受付は行っておりませんので、ご注意く

ださい。

　e-Tax は、インターネットに接続しているパソコンがあれば、税務署に出掛けることなく、所得税及び復

興特別所得税・消費税及び地方消費税（個人事業者）の確定申告を自宅から行うことができます。

①国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」から直接送信できます。

　　自動計算で便利な国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利用して作成した申告書を、自

　宅から e-Tax で直接送信できます（確定申告書等作成コーナーは「確定申告」で検索してください。）。

②添付書類の提出又は提示を省略できます。

　　所得税及び復興特別所得税の確定申告を e-Tax で行う場合、医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記

　載内容（病院などの名称・支払金額等）を入力して送信することで、これらの書類の提出又は提示を省略で

　きます（税務署から書類の提出又は提示を求められることがあります。）。

③還付金を早く受け取ることができます。

　　e-Tax で申告された還付申告は早期処理しています（３週間程度（１月・２月申告分については２～３

　週間程度）に短縮）。

④２４時間いつでも利用可能です。

　　所得税及び復興特別所得税の確定申告期間中は、２４時間 e-Tax の利用が可能です。

　
この機会に是非 e-Tax をご利用ください！

　e-Tax の利用に際しては、電子証明書の取得、ＩＣカードリーダライタの購入などの事前準備が必要です。

　手続等の詳しい内容は、e-Tax ホームページ【http://www.e-tax.nta.go.jp】をご覧ください。
　

詳しくは、余市税務署（☎２２－２０９３）へお尋ねください。

余市税務署からのお知らせです
確定申告のお知らせ

おうちで作成  ネットで申告 e-Tax
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役場等の業務日程について
役場事務【仕事始め】　１月 ６日（月）
　役場をはじめ、公民館等の年末年始の業務は、１月５日（日）までお休みさせていただきます。
　出生・死亡等の届出については、従来どおり当直室で受付いたします。

ごみ収集 及び し尿収集業務に関するお知らせ
●ごみ収集
　【燃やすごみ】
　　１月５日（日）まで休業します。

　【燃やさないごみ・資源物】
　　１月５日（日）まで休業します。

　　　　注：１２月～２月は粗大ごみの収集を休業します。

●ごみの自己搬入
　余市町クリーンセンター【燃やさないごみ・粗大ごみ】
　　１月５日（日）まで休場します。

◆ごみに関する問合せ　

　　環境対策課 廃棄物対策グループ　☎２１－２１１８

●し尿収集
　　１月５日（日）まで休業します。

◆し尿に関する問合せ　
　　北後志衛生施設組合　☎２２－４４８９

ふれあい収集のご案内！
　町では、高齢や障がいなどの理由により、家庭ごみや資源物をごみステーションまで出すことが

できない世帯のために、週１回、ご自宅を訪問し、玄関先で収集を行う「ふれあい収集」を実施し

ています。

　収集の際には、安否確認のための声かけも行っています。

　●申込みは、ご本人のほか親族、介護施設担当者及び民生委員などからの

　　申込みも受付します。

　●申込み後、担当職員がご自宅を訪問し申込者の状態や状況を確認し、後日、

　　審査の結果をお知らせします。

◆問合せ・申込み　環境対策課 廃棄物対策グループ　☎２１－２１１８
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余市町の空間放射線量率の状況
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測定値

測定日

平成２５年１２月 余市町の空間放射線量率の状況 (H25.11.21～H25.12.18)

単位： ｎＧｙ／ｈ （ナノグレイ毎時）

　北海道が設置している広域モニタリングポスト（余市町朝日）による空間放射線量率の測定データを公表い

たします。

　私たちは日常的に自然界から微量の放射線を浴びていますが、通常測定される「空間放射線量率」は 10 ～

60 ナノグレイ毎時（ｎＧｙ / ｈ）程度で、雨が降ると一時的に上昇する場合があります。

放射線の単位

Ｇｙ（グレイ）：物質が放射線によって受けたエネルギーを表します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（企画政策課　☎２１―２１４２）

戦後海外から引き揚げて来られた方々へ
　税関では戦後、海外から引き揚げて来られた方々からお預かりいたしました、約 87 万件の下記の

ような未返還の保管証券類をお返ししております。

○終戦後、海外から引き揚げて来られた方々が、上陸地の税関・海運局に預けられた通貨・証券。
○帰国前に樺太（真岡、大泊、豊栄、留多加など）、満州（瀋陽、吉林、撫順、鞍山など）にあった
　在外公館、日本人自治会に預けられた通貨・証券等のうち日本に返還されたもの。

【保管証券類とは…】
　税関が保管している通貨・証券類には、携帯輸入が禁止された一定額を超えたものについて上陸港

で引揚者から税関が預かった『上陸港扱いの保管物件』。外地からの引き揚げの際、在外公館または

日本人自治会へ寄託され、最終的に税関に移管された『外地扱いの保管物件』があります。

　返還の請求はご本人だけでなくご家族の方々でも構いません。『もしかしたら家にも…』とお気付
きの方は、お気軽に最寄りの税関までお問合せください。

◆問合せ
　　〒 047―0007　小樽市港町 5 番 2 号

　　　　　　　　　　  小樽税関支署　統括監視官部門　

　　　　　　　　　　   ☎０１３４―２３―４１６３

　　　   　　　　　　  函館税関ホームページ

                     　　     http://www.customs.go.jp/hakodate/
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★１月のおもしろ宇宙教室★

余市宇宙記念館からのお知らせ

名　　　称 内　　容 日　　時 時　間 定員

四季の星座について学ぶ
その⑨（10 回シリーズ）

太陽系の惑星について、模型や図鑑を製作しなが
ら学習します。

11 日（土）午前 10 時 120 分 20

冬休み自由研究教室
「ロボット製作」

二足歩行ロボットを作り、ロボットの仕組みを
学習します。

19 日（日）午前 10 時 120 分 20

初心者対象！
インターネット体験教室

パソコンを使いインターネットで「知りたい情
報」を検索したり操作等について学びます。

23 日（木）・24 日（金）

午後 1 時 30 分
150 分 各 10

レゴ エデュケーション
WeDo 教室

レゴブロックとモーター、センサーを組み合わせ、
パソコンでプログラミングをします。（今年は新
たな部品とソフトを追加しております）

26 日（日）
①午前 9 時～
②午後 1 時～

180 分 各 5

対象は小学生以上、参加はすべて無料です。
申込みは 1 月７日（火）より電話で受付します。
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道の駅「スペース・アップルよいち」に電気自動車と充電装置が寄附されました。

　日産自動車株式会社が、地域の振興や防災拠点として活用している全国の道の駅に対し、「日産リーフ」

１台と「ＬＥＡＦ to Ｈｏｍｅ」１基を無償提供する取組みを行っており、北海道内枠１台に対し余市町が

選ばれました。

　電気自動車は、ＣＯ２の排出量が削減され環境にやさしいエコカーでもあり、「宇宙記念館」の環境教室

での活用や災害時には「日産リーフ」から電力を供給することが可能なことから有効な活用を図ってまいり

ます。

電気自動車「日産リーフ」 充電装置「ＬＥＡＦ to Ｈｏｍｅ」

◆問合せ　商工観光課  ☎２１―２１２５

　11 月 27 日（水）、北後志消防組合本部で「消防団結成

120 年」記念切手の贈呈式が行われました。

　この切手は、消防団の前身である消防組が 1894 年（明

治 27 年）に発足して 120 年を迎えることを記念して発行

されたものです。

　贈呈式では、余市郵便局（土畠聡局長）から、余市消防団

（成田幸市団長）に切手シートが手渡されました。

「消防団結成 120 年」記念切手贈呈式



健康と暮らしの情報（１月号）
子育て情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

健康づくり情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

休日当番医『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

その他の生活情報　　

事　業　名 対　象　者 実　施　日 時　　　　　間 会　　　　場

１0 か月児健診 H25 年３月生まれ １６日（木）
受付 12：00 ～ 12：20 福祉センター入舟分館

☎２３―４３３８
３歳児健診 H22 年８月生まれ １７日（金）

ママさん交流会 おおむね 3 歳までの　
お子さんとその保護者

２０日（月） 10：00 ～ 12：00 福祉センター
☎２２―６２２８

ニコニコたまご教室
（赤ちゃんのお風呂）

妊婦とその家族
※申込みが必要です

２３日（木） 13：30 ～ 15：30

中央公民館
☎２３―５００１

（申込先）役場保健課　
　　保健指導グループ

☎２１―２１２２

１歳６か月児健診 H24 年６月生まれ ２４日（金）受付 12：00 ～ 12：20 福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８

４か月児健診 H25 年９月生まれ ３１日（金）受付 11：50 ～ 12：10 福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８

当　番　日 医　療　機　関　名 電 話 番 号 歯 科 当 番 日 医  療  機  関  名 電 話 番 号

       1日（水） ながい小児科医院 23-6881           1日（水） 荒木歯科医院 22-3973

       2日（木） 田中内科医院 22-6125         2日（木） 森川歯科クリニック 32-3653

        3日（金） 小嶋内科 22-2245          3日（金） いとう歯科医院 22-1001

       5日（日） 林病院 22-5188

      12日（日） よいち北川眼科医院 22-1308

      13日（月） 池田内科クリニック 23-8811

      19日（日） 黒川町整形外科クリニック 22-2447

          26日（日） 森内科胃腸科医院 32-3455

  2月2日（日） よいちクリニック 21-4570

  2月9日（日） よいち整形外科クリニック 48-5000

事　業　名 実　施　日 時　　　　間 会　　　　場 備　　　　考

心の健康相談
１月９日（木）

２月６日（木）
　13：30 ～ 15：30 倶知安保健所余市支所

☎２３－３１０４

3 日前までに予約が必要
です。
( 申込先）倶知安保健所
※相談日は都合により変
更する場合があります。
☎ 0136―23―1957

認知症の介護相談 　　 ２０日（月）  　19：00 ～ 21：00 福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８

ご自由に相談下さい。

健康相談  　　２２日（水） 　   9：00 ～ 15：00 余市町役場
☎２１―２１２２

予約が必要です。
☎２１―２１２２

事　業　名 実　施　日 時　　　間 会　　　場 備　　　考

心配ごと相談 ８日（水）、22 日（水） 13：00 ～ 16：00

福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８

（問合せ）
余市町社会福祉協議会

☎２２―３１５６
※法律相談については
事前申込み必要

育児・子育て相談 １７日（金） 13：00 ～ 16：00

無料法律相談
（予約制）

１４日（火） 13：30 ～ 14：30

１５日（水） 13：00 ～ 16：00 中央公民館
☎２３―５００１

事前申込み必要
役場総務課

☎２１―２１１１

２１日（火） 15：00 ～ 17：00 余市商工会議所
☎２３―２１１６

事前申込み必要
申込同左

〈2014. ①広報よいち　９〉

注）福祉センター（富沢町５丁目）、福祉センター入舟分館（入舟町）、中央公民館（大川町４丁目）、
　　倶知安保健所余市支所（朝日町）、余市商工会議所（黒川町３丁目）

※年末年始休日における歯科当番医の診療時間は

　9 時～ 1 ２時までです。

※休日当番医の診療時間は9時～1７時までです。

休日当番医は変更になることがありますので、

確認してから受診して下さい。



　
お
知
ら
せ

　
募
　
集
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〈
各
種
自
衛
官
等
募
集
〉

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）、
予
備

自
衛
官
補
（
一
般
・
技
術
）
を
募
集

し
ま
す
。

※
細
部
応
募
資
格
等
に
つ
い
て
は
、

　

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

　

本
部
小
樽
地
域
事
務
所
（
小
樽
市

　

稲
穂
２
―
22
―
４
樽
石
ビ
ル
2F
）

　

（
☎
０
１
３
４
―
22
―
５
５
２
１
）

〈
総
合
体
育
館

   「
健
康
教
室
等
」参
加
者
募
集
〉

　

や
さ
し
く
簡
単
に
で
き
る
健
康
教

室
に
参
加
し
て
、
体
を
動
か
し
て
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

★
健
康
教
室　

①
１
月
15
日
、
22
日
、
29
日　
　
　

　

（
各
水
曜
日
）

　

●
肩
・
膝
・
腰
痛
予
防
体
操　
　

　
　

（
主
に
中
高
年
齢
者
向
け
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
3
時

・
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
幹
を
中
心
に
姿

　

勢
の
改
善
か
ら
コ
リ
や
痛
み
を
軽

　

減
、
予
防
し
ま
す
。
簡
単
な
運
動

　

器
具
も
使
用
し
ま
す
。

　

●
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ス
ロ
ー
ト
レ
ー

　
　

ニ
ン
グ

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
8
時

・
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
と
し
、
ゆ
っ

　

く
り
し
た
動
作
で
行
う
ス
ロ
ー
ト

　

レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
呼
吸
筋
群
・
姿

　

勢
筋
群
を
刺
激
し
ま
す
。
基
礎
体

　

力
や
代
謝
の
向
上
を
促
し
、
ダ
イ

　

エ
ッ
ト
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

②
１
月
16
日
、
23
日
、
30
日　
　
　

　

（
各
木
曜
日
）

　

●
表
情
筋
と
リ
ズ
ム
体
操

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
3
時

・
表
情
筋
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
リ
ズ
ム

　

体
操
で
、
き
れ
い
な
姿
勢
を
保
ち

　

全
身
疲
れ
知
ら
ず
の
健
康
美
を
キ

　

ー
プ
。

◆
募
集
定
員　

各
教
室　

定
員
15
名

　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

◆
参
加
料　

　

１
回
500
円
（
使
用
料
、
保
険
料
含
む
）

　

◎
３
回
セ
ッ
ト
１
，
３
０
０
円

　

冬
休
み
期
間
に
、
な
わ
と
び
検
定

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

★
な
わ
と
び
検
定
（
主
に
小
学
生
）

　

１
月
９
日

（木）
、
14
日

（火）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
2
時

※
い
ろ
い
ろ
な
と
び
方
を
覚
え
て　

　

昇
級
認
定
し
ま
す
。

◆
募
集
定
員　

定
員
15
名

　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

◆
参
加
料　

無
料

※
動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
、　

　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
は
各
自
ご
用
意

　

願
い
ま
す
。　
　

◆
申
込
み　

総
合
体
育
館
窓
口
、
ま

　

た
は
電
話
連
絡
に
て
受
付
い
た
し

　

す
。
た
だ
し
、
健
康
状
態
（
高
血

　

圧
等
）
に
応
じ
て
、
お
断
り
す
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
合
せ　

総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
　

（
☎
23
―
５
２
１
０
）

〈
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

平
成
26
年
度

　
　

入
校
生
追
加
募
集
の
ご
案
内
〉             

　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、
求
職
中
の
障
が
い
者
の
入
校

生
を
募
集
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
つ

ぎ
の
期
間
に
よ
り
追
加
募
集
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

◆
願
書
受
付
期
限

　

１
月
20
日

（月）
ま
で
（
消
印
有
効
）

◆
募
集
訓
練
科

　

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

設
計
科
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
科
、
建
築

　

デ
ザ
イ
ン
科
、 

総
合
実
務
科

◆
申
込
み
及
び
問
合
せ

　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

〒
073
―
０
１
１
５　

　
　

砂
川
市
焼
山
60
番
地　
　
　

　
　

☎
０
１
２
５
―
52
―
２
７
７
４

　
　

FAX
０
１
２
５
―
52
―
９
１
７
７

〈
国
立
小
樽
海
上
技
術
学
校

　

平
成
26
年
度

　
　

   

生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ
〉             

　

国
立
小
樽
海
上
技
術
学
校
で
は
、

中
学
校
卒
業
者
に
船
員
と
な
る
た
め

の
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

募
集
要
項
の
概
要
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

◆
募
集
定
員　

30
名

◆
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
以
上

　

（
平
成
26
年
３
月
に
卒
業
見
込
み

　

を
含
む
）

◆
修
業
年
限　

本
科
３
年

◆
取
得
資
格
等　

・
四
級
海
技
士
（
航
海
及
び
機
関
）

　

筆
記
試
験
免
除

・
一
級
小
型
船
舶
操
縦
士

・
高
等
学
校
卒
業
同
等
資
格　

◆
奨
学
金　

各
種
奨
学
金
制
度
あ
り

◆
入
学
試
験　

・
推
薦
入
試　

１
月
19
日

（日）

・
一
般
入
試　

２
月
９
日

（日）

※
詳
し
く
は
、
同
校
教
務
課
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〒
047
―
0
１
５
6　

　

小
樽
市
桜
3
―
21
―
１

　

国
立
小
樽
海
上
技
術
学
校
教
務
課

　
　

☎
０
１
3
４
―
54
―
2
１
2
２

　
　

FAX
０
１
３
４
―
54
―
２
３
９
１

  

URL h
ttp

:/
/
o
ta

ru
.m

te
a
.a

c
.jp

/

   
メール n

o
m

p
s.in

fo
@

kago
ya.n

et

=　募集・お知らせ　=



〈
余
市
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

消
防
車
や
救
急
車
の
緊
急
走
行
に

　
　

対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
！

　

消
防
車
は
、
一
刻
も
早
く
火
災
な

ど
の
災
害
現
場
に
急
行
し
、
被
害
を

最
小
限
に
防
ぐ
た
め
、
消
防
活
動
を

行
い
、
ま
た
、
救
急
車
は
急
病
人
等

に
応
急
処
置
を
行
い
、
速
や
か
に
医

療
機
関
へ
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

消
防
車
等
が
円
滑
に
緊
急
走
行
で

き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
消
防
車
や
救
急
車
が
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
、
赤
色
灯
を
つ
け
て
緊
急
走

行
し
、
接
近
し
て
き
た
場
合

・
交
差
点
や
交
差
点
付
近
の
場
合
で 

　

は
、
一
般
車
両
は
交
差
点
を
避
け
て

　

車
両
を
道
路
の
左
側
に
寄
せ
て
一
時

　

停
止
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
の

　

場
所
で
は
、
道
路
の
左
側
に
寄
せ
て

　

進
路
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
狭
い
道
路
な
ど
で
停
車
を
す
る
場

　

合
は
、
消
防
車
等
の
通
行
に
支
障
が

　

な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

・
消
防
車
や
救
急
車
が
緊
急
走
行
時

　

に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
こ
と
は
、
道

　

路
交
通
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

　

で
、
夜
間
等
の
サ
イ
レ
ン
音
に
対
し

　

付
近
の
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

★
消
防
署
か
ら
の
お
願
い
で
す
！

　

消
火
栓
付
近
へ
の
駐
停
車
や
雪
捨

て
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

★
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　
　
　

設
置
し
ま
し
ょ
う
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭

は
、
設
置
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

★
善
意
で
使
用
さ
れ
た
消
火
器
が

　
　
　
　

補
償
さ
れ
ま
す
！

　

余
市
町
内
で
発
生
し
た
火
災
を
消

す
た
め
、
消
火
活
動
の
協
力
者
が
使

用
し
た
消
火
器
に
対
し
、
使
用
済
み

の
消
火
器
へ
薬
剤
を
再
充
填
し
た

り
、
新
品
の
消
火
器
と
交
換
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

◆
問
合
せ　

余
市
消
防
署

　
　
　
　
　
　

（
☎
23
―
３
７
１
１
）

〈
余
市
美
術
協
会　

新
春
展
〉   

◆
日
時　

１
月
16
日

（木）
～
19
日

（日）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

◆
場
所　

中
央
公
民
館
３
階
ロ
ビ
ー

◆
作
品　

新
作
の
水
彩
画
と
油
彩
画

◆
問
合
せ　

余
市
美
術
協
会　

　
　
　

小
泉
（
☎
22
―
４
０
４
１
）

 

〈
沢
町
小
学
校
同
窓
会
の
お
知
ら
せ
〉   

◆
日
時　

１
月
25
日

（土）　

午
後
６
時

◆
場
所　

ニ
ッ
カ
会
館

◆
問
合
せ　

　

沢
町
小
学
校
同
窓
会 

事
務
局

（
沢
町
小
学
校
内
☎
22
―
３
９
４
１
）

※
当
番
年　

昭
和
35
年
、
45
年
、

　

55
年
、
平
成
２
年
、
12
年
卒
業
生

〈「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
ご
案
内
〉

　

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を
「
国
の

教
育
ロ
ー
ン
」
が
サ
ポ
ー
ト
！

　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学

校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入
学

・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の

ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資

制
度
で
す
。

◆
融
資
額　

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き

　

300
万
円
以
内

◆
利
率　

年
２
．
35 

%

　

【
母
子
家
庭
ま
た
は
世
帯
年
収　

　

（
所
得
）
200
万
円
（
122
万
円
）
以

　

内
の
方
は
１
．
95
％
】

　
　
　

（
平
成
25
年
11
月
11
日
現
在
）

◆
問
合
せ　

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

（
☎
０
５
７
０
―
０
０
８
６
５
６
）

　

黒
川
児
童
館
（
入
舟
町
☎
23
―
４
３
３
８
）

▽
つ
ど
い
の
広
場

　

１
月
８
日

（水）　

午
前
10
時
～

▽
お
正
月
の
会

　

１
月
11
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
な
わ
と
び
大
会

　

１
月
26
日

（日）　

午
後
１
時
30
分
～

沢
町
児
童
館
（
富
沢
町
３
丁
目
☎
23
―
５
６
７
３
）

▽
つ
ど
い
の
広
場

　

１
月
８
日

（水）　

午
前
10
時
～

　
　

（
小
・
中
学
生
と
の
交
流
）

▽
新
年
を
祝
う
会

　

１
月
11
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
冬
休
み
工
作
の
会

　

１
月
16
日

（木）　

午
後
１
時
30
分
～

　

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す

▽
第
30
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　

１
月
25
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

　

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
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 ◆問合せ　保健課保健指導グループ  
（☎２１－２１２2）
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町
の
栄
養
・
食
生
活
に

　
　

お
け
る
課
題
に
つ
い
て

　

町
で
は
平
成
25
年
度
か
ら
10
年
間

を
計
画
期
間
と
し
て
「
健
康
づ
く
り

計
画
」
を
策
定
し
、
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
の
栄
養
、
食
生
活
に
お
け
る
課

題
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

①
妊
娠
前
の
や
せ
傾
向
・
低
出

　

生
体
重
児
の
出
産
が
み
ら
れ

　

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
妊
婦
の
14
％
が
、
妊
娠

直
前
の
や
せ
に
該
当
し
、
全
出
生
者

の
約
９
％
が
低
出
生
体
重
で
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
妊
娠
前
の
母
親
の
や
せ

て
い
る
こ
と
が
低
出
生
体
重
で
生
ま

れ
る
要
因
の
一
つ
に
な
り
ま
す
の
で

気
を
つ
け
る
事
が
必
要
で
す
。

　

低
出
生
体
重
で
生
ま
れ
る
と
、
神

経
学
的
、
身
体
的
合
併
症
の
他
、
成

人
以
降
に
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
等
の

生
活
習
慣
病
を
発
症
し
や
す
い
と
の

報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

妊
娠
前
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
し
、
妊
娠
期
に
は
野
菜
で
ビ
タ

ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
め
に
摂
取
し
、

魚
・
肉
・
大
豆
製
品
・
卵
な
ど
に
含

ま
れ
る
た
ん
ぱ
く
質
を
不
足
し
な
い

よ
う
に
食
べ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

②
幼
児
の
甘
味
飲
料
の
摂
取

　

量
が
多
い
状
況
で
す
。

　

平
成
24
年
度
の
甘
味
飲
料
を
毎
日

合
計
500 

ml
以
上
飲
ん
で
い
る
子
ど

も
は
、
１
歳
６
か
月
児
約
３
％
、
３

歳
児
７
％
で
あ
り
、
倶
知
安
保
健
所

管
内
の
平
均
よ
り
も
多
い
結
果
で
し

た
。

　

甘
味
飲
料
、
果
物
、
菓
子
な
ど
に

含
ま
れ
る
糖
分
は
、
身
体
に
入
る
と

早
く
吸
収
さ
れ
、
血
糖
値
は
急
激
に

上
が
り
ま
す
。
過
剰
に
吸
収
さ
れ
た

糖
分
は
、
脂
肪
に
な
り
や
す
い
こ
と

か
ら
、
肥
満
や
糖
尿
病
な
ど
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
幼
児
期
か
ら
砂
糖
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
摂
り
過
ぎ
に
気
を
つ

け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

幼
児
の
砂
糖
摂
取
の
目
安
量
は
、

１
～
２
歳
児
５
ｇ
以
下
。
３
歳
～
５

歳
児
10
ｇ
以
下
。
そ
し
て
、大
人
は
、

『
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
Ａ
１
ｃ
5.9
以
上
、
60
歳
以
上
』
の

方
は
、
1
日
10
ｇ
以
下
。
そ
の
他
の

方
は
20
ｇ
以
下
と
な
り
ま
す
。

　

甘
味
飲
料
100 

ml
に
含
ま
れ
る
砂

糖
の
量
は
、イ
オ
ン
飲
料
５
～
７
ｇ
、

清
涼
飲
料
12
ｇ
、
天
然
果
汁
６
ｇ
で

す
。

　

砂
糖
の
摂
り
過
ぎ
に
は
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

③
朝
食
を
食
べ
な
い
方
が
多
い

　

状
況
で
す
。

　

平
成
24
年
度
の
１
歳
６
か
月
児
の

欠
食
率
1
％
、
そ
の
保
護
者
13
％
で

し
た
。
10
年
後
の
目
標
値
で
あ
る
、

１
歳
６
か
月
児
の
欠
食
率
０
％
、
そ

の
保
護
者
10
％
に
近
づ
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
次
の
項
目
に
気

を
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
朝
食
を
食
べ
な
い
と
・
・
・
？
】

・
基
礎
代
謝
が
低
下
し
、
脂
肪
を
分

　

解
す
る
能
力
が
低
く
、
太
り
や
す

　

い
体
質
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

・
脳
は
寝
て
い
る
間
に
も
エ
ネ
ル
ギ

　

ー
を
使
っ
て
い
る
の
で
朝
食
で
補

　

わ
な
い
と
、
脳
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
不

　

足
に
な
り
活
発
に
働
き
ま
せ
ん
。

・
腸
へ
の
刺
激
が
少
な
く
、
便
秘
の

　

要
因
に
な
り
ま
す
。

【
ど
ん
な
朝
食
が
い
い
の
？
】

・
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
す
る
た

　

め
の
ご
飯
や
パ
ン
な
ど
の
で
ん
ぷ

　

ん
質
を
多
く
含
む
食
品
。

・
体
温
を
上
げ
る
た
め
の
卵
や
肉
、

　

魚
、
大
豆
製
品
、
乳
製
品
な
ど
た

　

ん
ぱ
く
質
を
含
む
食
品
。

・
体
に
活
力
を
付
け
る
た
め
の
野
菜

　

や
果
物
な
ど
の
食
品
。

　

朝
食
を
食
べ
る
と
体
温
が
上
が
り

胃
や
脳
に
も
刺
激
が
与
え
ら
れ
全
身

が
目
覚
め
ま
す
。
体
力
・
知
力
向
上

の
為
に
も
朝
食
は
大
切
で
す
ね
。

④
夕
食
後
に
間
食
が
多
い
状
況

　

で
す
。

　

平
成
24
年
度
の
特
定
健
診
受
診
者

で
、
「
夕
食
後
に
間
食
を
摂
る
こ
と

が
週
に
３
回
以
上
あ
る
方
」
は
約

17
％
で
あ
り
、
「
就
寝
前
の
２
時
間

以
内
に
夕
食
を
摂
る
事
が
週
に
３
回

以
上
あ
る
方
」
が
約
15
％
に
な
り
ま

す
。
夕
食
後
の
間
食
や
夕
食
後
す
ぐ

の
就
寝
は
、
内
臓
脂
肪
を
増
や
し
生

活
習
慣
病
の
要
因
と
な
り
ま
す
。
食

生
活
を
振
り
返
り
見
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
？

　

町
の
栄
養
士
・
保
健
師
は
皆
さ
ん

の
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
血
圧
予
防
教
室

～
世
代
を
超
え
て
つ
な
が
っ
て
、

地
域
の
み
ん
な
で
健
康
に
な
ろ
う
～

　

余
市
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会
で

は
、
生
活
習
慣
病
の
誘
因
と
な
る
高

血
圧
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

食
習
慣
の
見
直
し
や
野
菜
料
理
、

う
す
味
で
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る

料
理
な
ど
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
が

満
載
。

　

ご
近
所
、
知
人
お
誘
い
合
っ
て
の

ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
時　

1
月
27
日

（月）

受
付
：
午
前
9
時
40
分
か
ら

開
講
：
午
前
10
時
～
午
後
2
時
30
分

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
対
象
者　

　

余
市
町
に
お
住
ま
い
の
方

◆
内
容　

講
話
・
調
理
実
習

◆
定
員　

30
名

　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）

◆
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

　

三
角
巾
、
食
材
費
と
し
て
300
円
、

　

み
そ
汁
100  

cc
位
持
参
願
い
ま
す
。

◆
申
込
先　

　

余
市
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

　
　
　
　
　
　

（
☎
23
―
３
７
８
６
）

　

保
健
課 

保
健
指
導
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　

（
☎
21
―
２
１
２
２
）

◆
申
込
期
限　

1
月
20
日

（月）

平成 25 年度

　　　　国保特
と く て い け ん し ん

定健診 受診率速報！
        　　　　　 　　１０．９％　　（１１月末現在）

♥今月の特定健診
【自分の都合に合わせて、個人で受けに行く検診】

○余市町、仁木町、古平町の指定医療機関
○北海道対がん協会 札幌がん検診センター（送迎バス無し）
　　《詳細は役場保健課へ問合せください。》



 　

竹
鶴
政
孝
の
メ
ロ
デ
ィ

　

ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
の
創
業
者
、
竹
鶴
政
孝
さ
ん

と
リ
タ
さ
ん
の
こ
と
を
取
り
上
げ
た
、
い
く
つ
か
の

著
作
か
ら
「
う
た
」
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
紹
介
し
ま

す
。

　

『
ヒ
ゲ
の
ウ
ヰ
ス
キ
ー
誕
生
す
』
に
は
、
二
人
が

出
会
っ
た
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
こ
う
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
竹
鶴
さ
ん
が
、
単
身
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
ウ

イ
ス
キ
ー
づ
く
り
の
勉
強
に
励
ん
で
い
た
大
正
８

（
１
９
１
９
）
年
の
こ
と
で
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
北

部
の
北
海
沿
岸
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
近
く
に
あ
っ
た
ウ
イ

ス
キ
ー
蒸
留
所
で
の
実
習
を
終
え
て
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー

郊
外
カ
ー
カ
ン
テ
ロ
フ
の
カ
ウ
ン
家
を
再
訪
し
ま
し

た
。
カ
ウ
ン
家
は
後
に
竹
鶴
さ
ん
と
結
婚
し
た
リ
タ

さ
ん
の
生
家
で
す
。
再
訪
し
た
の
は
、
リ
タ
さ
ん

の
ピ
ア
ノ
と
竹
鶴
さ
ん
の
鼓(

つ
づ
み)

の
合
奏
を
す

る
と
い
う
約
束
を
果
た
す
た
め
で
し
た
。
妹
ル
ー

シ
ー
さ
ん
の
提
案
で
「
蛍
の
光
」
の
原
曲
、
「
オ
ー

ル
ド
・
ラ
ン
グ
・
サ
イ
ン
」
を
一
緒
に
演
奏
し
、
竹

鶴
さ
ん
、
リ
タ
さ
ん
、
ル
ー
シ
ー
さ
ん
が
歌
い
ま
し

た
。
リ
タ
さ
ん
が
奏
で
た
「
蛍
の
光
」
の
メ
ロ
デ
ィ

に
「
悲
し
い
、
別
れ
の
曲
で
す
ね
」
と
竹
鶴
さ
ん
が

感
想
を
口
に
し
た
と
こ
ろ
、
リ
タ
さ
ん
は
「
…
い
い

え
、
美
し
い
曲
で
す
が
、
悲
し
い
曲
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
つ
か
し
い
昔
を
偲
ん
で
、
杯
を
手
に
友
と
語

り
合
お
う
と
い
う
歌
で
す
も
の
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

時
は
下
っ
て
余
市
に
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
が
出
来

て
か
ら
の
こ
と
で
す
。
竹
鶴
さ
ん
が
リ
タ
さ
ん
と
一

緒
に
社
内
の
宴
会
に
出
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
工
場
敷
地
の
中
に
か
つ
て
あ
っ
た
、
ニ
シ
ン
番

屋
を
移
築
し
て
改
造
し
た
建
物
で
の
冬
の
宴
席
の
こ

と
で
し
た
。
一
次
会
の
終
わ
り
こ
ろ
、
ご
夫
妻
が
一

緒
に
帰
ら
れ
る
頃
合
に
な
る
と
、
全
員
が
「
雪
の
降

る
ま
ち
を
」
を
歌
い
始
め
ま
す
。
竹
鶴
さ
ん
は
に
こ

に
こ
し
な
が
ら
歌
の
一
番
が
終
わ
る
ま
で
聴
い
て
い

て
、
二
番
が
始
ま
る
と
席
を
立
ち
、
ご
夫
妻
は
み
ん

な
の
席
を
回
っ
て
挨
拶
し
な
が
ら
会
場
を
後
に
さ
れ

ま
し
た
。
ニ
ッ
カ
Ｏ
Ｂ
の
方
の
お
話
で
す
が
、
窓
の

外
に
雪
が
降
る
様
子
が
見
え
て
、
感
動
的
な
場
面

だ
っ
た
と
記
憶
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

リ
タ
さ
ん
は
晩
年
、
体
調
を
く
ず
さ
れ
、
東
京
で

の
入
院
生
活
で
も
好
転
す
る
こ
と
は
な
く
、
最
期
は

余
市
に
も
ど
り
ま
し
た
。
昭
和
35
（
１
９
６
０
）

年
の
12
月
の
こ
と
で
し
た
。
『
琥
珀
色
の
夢
を
見

る
』
に
は
、
竹
鶴
さ
ん
の
息
子
さ
ん
で
あ
る
威(

た

け
し
、
現
相
談
役)

さ
ん
が
語
っ
た
、
心
温
ま
る
お

話
が
見
え
ま
す
。
「
あ
る
雪
の
日
で
し
た
。
う
ち
の

庭
か
ら
賛
美
歌
が
聞
こ
え
て
く
る
ん
で
す
。
出
て
み

る
と
、
余
市
の
教
会
の
人
た
ち
が
歌
っ
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。
『
何
事
で
し
ょ
う
？
』
と
聞
く
と
、
『
リ

タ
さ
ん
の
お
加
減
が
悪
い
と
聞
い
た
の
で
お
見
舞
い

に
』
と
い
う
の
で
す
。
…
」

　

昭
和
55
（
１
９
８
０
）
年
、
ス
ー
パ
ー
ニ
ッ
カ
の

Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
と
し
て
「
昴(

す
ば
る)

」
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。
前
掲
書
に
よ
る
と
、
作
者
の
谷
村
新
司
さ

ん
が
単
身
ア
メ
リ
カ
へ
わ
た
っ
た
時
の
心
境
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
困
難
に
立
ち
向
か
い
な
が
ら
理
想
の
ウ
イ

ス
キ
ー
作
り
を
目
指
し
た
竹
鶴
さ
ん
の
心
境
と
が
重

な
っ
て
こ
の
歌
が
出
来
た
と
あ
り
ま
す
。

　

冬
の
星
座
オ
リ
オ
ン
座
の
右
上
に
、
少
し
離
れ
て

輝
く
昴
が
見
え
る
季
節
で
す
。

☀☁☀余市町でおこったこんな話☁☂☁
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写真：「竹鶴政孝さんとリタさん」

　11 月 21 日（木）、黒川児童館で ALT（外国語指導助手）

と子どもたちが交流を深める『GENKI ENGLISH』（主催：余

市町国際交流推進協議会）が行われました。

　絵本の読み聞かせや、サン

タクロースに手紙を書くな

ど、楽しみながら英語に触れ

た子どもたち。大きくなった

ら海外で活躍する人もいるか

もしれませんね。

子どもたちの国際交流
      ～ GENKI  ENGLISH ～



第２５回余市町文化発表会開催
　～日頃の練習の成果実る・・・舞台で輝く～

生 涯 学 習 だ よ り 　

寿
大
学　

今
月
の
学
習

☆
１
月
16
日

（木）　

午
後
０
時
30
分
～　

201
号
室

　

●
「
新
年
を
寿
ぐ
会
」

　

毎
年
恒
例
の
寿
大
学
の
12
回
目
の
講
座
は
、
「
新
年
を
寿

ぐ
会
」
で
す
。
町
長
、
議
長
な
ど
の
来
賓
を
招
き
、
健
康
で
新

し
い
年
の
抱
負
を
仲
間
と
語
り
合
い
た
い
も
の
で
す
。
時
間
ま

で
に
公
民
館
２
階
に
集
合
願
い
ま
す
。

女
性
学
級　

今
月
の
学
習

☆
１
月
９
日

（木）　

午
後
１
時
30
分
～　

201
号
室　

　

●
「
書
に
親
し
む
」

　

独
特
の
書
体
と
水
墨
画
で
お
馴
染
み
の
「
山
﨑
正
義
」
先
生

を
講
師
に
お
迎
え
し
、
筆
で
文
字
を
書
い
た
り
、
水
墨
画
を
描

く
書
道
に
親
し
む
学
習
を
行
い
ま
す
。

　

筆
な
ど
、
書
道
の
道
具
の
あ
る
方
は
持
参
願
い
ま
す
。
道
具

の
な
い
方
も
、
用
意
し
ま
す
の
で
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。
半

紙
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
。

　

※
曜
日
が
木
曜
日
に
変
更
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

余
市
町
成
人
式
の
お
知
ら
せ

　

新
成
人
の
門
出
を
祝
う
余
市
町
成
人
式
は
、
１
月
12
日

（日）
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
対
象
と
な
る
人
は
、
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
た
ち
で
す
。

当
日
の
日
程

◆
受
付　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

◆
開
式　

午
後
２
時
30
分
（
式
典
及
び
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）

◆
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

懐
か
し
の
写
真
上
映
と
北
海
ソ
ー
ラ
ン

　

太
鼓
保
存
会
に
よ
る
太
鼓
演
奏

※
成
人
式
終
了
後
、
出
席
者
に
よ
る
写
真
撮
影
を
行
い
ま
す
。

　

写
真
は
１
枚
１
，
０
０
０
円
で
す
。　
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問合せ　教育委員会社会教育課
　　　　☎２３―５００１

　今年度の文化発表会は、１１月２３日に開催されました。今年は開演時刻を昨年
より早め、出演者や観覧者にも便宜を図り、午後からの半日日程でした。
　今年度の総出演者は、１５団体２２７名で観客者数は約５００名でした。最後ま
で、ご声援くださいました観客の皆様に感謝申し上げます。

第３９回余市公募美術展
～出品者増加～

～マジックは楽しい～

　寿大学と女性学級の合

同講座「マジック体験教

室」は、11 月 21 日に

５５名の参加者で開催さ

れました。初めに、余市

マジックの会のみなさん

の、模範演技によるマ

ジックの実技講習がありました。

　受講生が開いた本のページを当てたり、引いたトラ

ンプを当てたりの「透視マジック」の技を学びました。

最初は、「なぜだろう ?」と不思議に思いましたが、「タ

ネ」も教えていただき「なるほど」と会場からは、大

きな歓声が湧き上がり、和やかな声に包まれた講座で

した。最後に、大橋四朗先生による鮮やかなマジック

ショーを鑑賞し、受講生はすっかり魔法にかけられた

かのようにマジックの世界に引き込まれていました。

　町教委主催の公募美術展は、１１月１０日から８日

間中央公民館で開催されました。今年度は、招待作家

を含めて、２５１点が展示され昨年の出品点数を上回

りました。

　小泉哲絵画審査委員のお話では「今年は、感性に富

んだ個性豊かな作品が目立ちました。また、水彩画

の方たちの積極的な応募は、絵画の底辺が広がりま

す。」とのことでした。作品には部門ごとに、町長賞

や教育長賞等の賞がつけら

れ、最終日には、表彰式が

行われました。

　来年度は、第４０回の節

目の年になります。余市町

はもとより多くの方々の出

品を期待しております。

 《町長賞の工藤誓子さんの作品》

 《マジック体験風景》



①
町
民
ス
キ
ー
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

町
民
が
ス
キ
ー
を
楽
し
む
と
共
に
、
健
康
づ
く
り
と
体
力

づ
く
り
を
目
的
に
、
余
市
町
・
余
市
体
育
連
盟
な
ど
の
主
催

で
第
46
回
余
市
町
民
ス
キ
ー
大
会
（
兼
・
第
30
回
余
市
ス
キ
ー

マ
ラ
ソ
ン
大
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
期
日　

２
月
２
日

（日）

◆
競
技
種
目
及
び
種
別

（１）
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技
（
小
・
中
・
高
・
一
般
）

（２）
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
（
個
人
・
団
体
の
部　

小
・
中
・

　

高
・
一
般
）

　

距
離
：
個
人
１
㎞
～
３
㎞　

団
体
１
㎞
×
４
人

◆
会
場　

（１）
、

（２）
と
も
に
余
市
町
ジ
ャ
ン
プ
台
横

◆
開
会
式　
　

午
前
９
時

◆
申
込
期
間　

１
月
６
日

（月）
～
24
日

（金）

②
２
０
１
４
よ
い
ち
っ
子
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

　

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
感
し
、
体
力
の
向
上
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

◆
期
日　

２
月
15
日

（土）

◆
受
付　

午
前
９
時　

◆
開
会
式　

午
前
９
時
30
分　

◆
場
所　

余
市
町
ジ
ャ
ン
プ
台

◆
参
加
対
象
者　

町
内
小
学
生

◆
種
目　

タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
競
技

◆
申
込
締
切  

１
月
31
日

（金）

③
健
康
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歩
く
ス
キ
ー
）
の
お
知
ら
せ

　

冬
の
体
力
・
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
歩
く
ス
キ
ー
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

◆
期
日　

１
月
21
日
・
28
日
・
２
月
４
日
・
18
日
（
各
火
曜
日
）

　
　
　
　

の
計
４
回

◆
時
間　

午
後
１
時
～
３
時
頃
ま
で

◆
場
所　

余
市
町
ジ
ャ
ン
プ
台
周
辺
・
特
設
コ
ー
ス
他

☆
①
②
③
の
申
込
み
・
問
合
せ
は

　
　
　
　
　

中
央
公
民
館
（
☎
23
―
５
０
０
１
）
ま
で

生 涯 学 習 だ よ り

図
書
館
の
す
て
き
な
窓
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冬休み大人映画会
上映日 作 　　品　　 名

  ９日（木）『ホワイトアウト』邦画 129 分

16 日（木）
『ロミオ＆ジュリエット』

　　　　　　     洋画 121 分

19 日（日）『半落ち』邦画 122 分

21 日（火）『昼下がりの情事』洋画 131 分

23 日（木）『無能の人』邦画 107 分

30 日（木）『武器よさらば』洋画 152 分

《時間はすべて午後２時～》

☆
【
み
ち
お
お
じ
さ
ん
の
冬
休
み
工
作
教
室
】

　
　
　

絵
あ
わ
せ
を
作
ろ
う
！  

◆
日　

時　

１
月
８
日

（水）　

午
前
10
時
15
分
～
正
午

◆
場　

所　

図
書
館
２
階　

視
聴
覚
室

◆
定　

員　

25
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）

◆
講　

師　

小
林
道
央
さ
ん
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

◆
内　

容　

牛
乳
パ
ッ
ク
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
絵
を
描
き
ま
す
。

◆
申
込
み　

１
月
７
日

（火）
ま
で
に
図
書
館
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

      

持
ち
物
に
つ
い
て
も
申
込
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

☆
【
沢
町
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ
お
た
の
し
み
会
】

◆
日　

時　

１
月
18
日

（土）　

午
後
２
時
～

◆
場　

所　

図
書
館
２
階　

視
聴
覚
室 

◆
内　

容　

影
絵
「
み
に
く
い
あ
ひ
る
の
子
」

　
　
　
　
　

大
型
紙
芝
居
「
お
こ
だ
で
ま
せ
ん
よ
う
に
」
他

※
入
場
無
料
、
時
間
ま
で
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

☆
【
お
は
な
し
会
】
11
日

（土）
・
25
日

（土）

　
　
　
　

①
午
前
11
時
～　

②
午
後
２
時
～

☆
【
特
別
図
書
整
理
日
】

　

2
年
に
一
度
行
っ
て
い
る
、
蔵
書
の
一
斉
点
検
の
た
め
２
月
25

　

日
（火）
～
3
月
1
日

（土）
ま
で
は
、
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

☆
今
月
の
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
・
31
日

（金） 

図
書
整
理
日

◆
問
合
せ　

図
書
館
（
☎
22
―
６
１
４
１
）

　
　

h
ttp

:/
/
w

w
w

.yo
ic

h
i-

lib
-
u

n
e
t.o

c
n

.n
e
.jp

/

　

新
し
い
年
の
幕
が
開
け
、
そ
れ
ぞ
れ
今
年
の
抱
負
や
夢
に

期
待
が
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
今
年
の
余
市
の
話
題
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
９
月

か
ら
放
映
予
定
の
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
創
業
者
、
竹
鶴
政
孝

氏
を
モ
デ
ル
に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
マ
ッ
サ
ン
」

の
こ
と
で
し
ょ
う
か
！
撮
影
協
力
を
行
う
応
援
推
進
協
議
会

も
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
11
月
の
制
作
発
表
の
ニ
ュ
ー

ス
が
流
れ
た
後
、
図
書
館
で
は
政
孝
氏
や
リ
タ
夫
人
に
関
す

る
伝
記
・
評
伝
や
小
説
な
ど
の
本
が
次
々
と
貸
出
さ
れ
町
民

の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
今
後
、
様
々
な
関
連
本

が
出
版
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
当
館
と
し
て
は
、
郷
土

資
料
が
増
え
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
月
展
示
ケ
ー
ス
で
は
、
過
去
に
放
映
さ
れ
た
連

続
テ
レ
ビ
小
説
の
作
品
を
集
め
て
展
示
し
て
い
ま
す
。
昭
和

36
年
に
始
ま
っ
た
放
映
は
、
「
マ
ッ
サ
ン
」
で
91
作
目
に
な

り
ま
す
。
そ
の
間
、
北
海
道
が
舞
台
と
な
っ
て
登
場
し
た
も

の
に
「
旅
路
」
や
「
北
の
家
族
」
「
チ
ョ
ッ
ち
ゃ
ん
」
「
す
ず

ら
ん
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
視
聴
率
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

は
、「
お
し
ん
」
（
昭
和
58
年
放
送
）
で
、
当
時
の
お
し
ん
ブ
ー

ム
は
社
会
現
象
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。

　

過
去
の
作
品
を
眺
め
な
が
ら
、
ま
だ
見
ぬ
「
マ
ッ
サ
ン
」

に
思
い
を
巡
ら
せ
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
！

施
設
の
話
題

　
連
続
テ
レ
ビ
小
説
に
期
待
を
…

冬休みこども映画会
上映日 作 　　品　　 名

  ７日（火）『映画ワンピース』61 分

10 日（金）『あらしのよるに』107 分

11 日（土）
『カールじいさんの空飛ぶ家』

　　　　　　　　　　　　96 分

12 日（日）『ピカチュウ氷の大冒険』45 分

14 日（火）『ハウルの動く城』119 分

15 日（水）
『ルパン三世 VS 名探偵コナン』

　　　　　　　　　　　　103 分

《時間はすべて午後２時～》



ご寄附に感謝
（順不同・敬称略、金額や氏名など寄附者の希望

により掲載をしない場合があります。）

★社会福祉事業費の一部として
・一金１００，０００円

（故池田ミチ子殿追善供養として）

　　   　　　　　　    美園町43番地20　池田　優

★温水プール用備品として
・温水プール椅子一式（５０，０００円相当）

（世界のワインパーティ収益金の一部として）

　　   　　　　　    　　　　余市ライオンズクラブ

★絵画『春のシリパ風景』（Ｆ２０号）
　　   　　　　    黒川町16丁目2番地6　小泉　哲

よ い ち の 人 口
 〈平成 25 年 11 月 30 日現在〉※ (　) 内の数字は前月比

　　
人　口　20,493 人　  （-  44）　

　　男　性　   9,483 人　  （+      5）

　　女　性　11,010 人　  （-  49）

　　世帯数　10,192 世帯  （-     42）

　平成２２年国勢調査人口・世帯数（確定値）

　　人　口　21,258 人　世帯数　9,051 世帯
　

■広報よいち１月号（№７５３）
平成 26 年１月 1 日発行
■発　行　余市町
〒 046-8546　余市郡余市町朝日町 26 番地
☎（0135)21-2111 ㈹　FAX(0135)21-2144
E メール　kouhou ＠ town.yoichi.hokkaido.jp

ホームページアドレス http://www.town.yoichi.hokkaido.jp/

■編　集　総務部 企画政策課 広報広聴グループ 

未納町税は早急に納付しましょう
　町税の納期は、国民健康保険税を

除き 12 月ですべて終了しました。

　お手元の納税通知書を確認して

納め忘れの町税は早急に納付願い

ます。

　納税催告に応じない滞納者に対

しては、納税者との税負担の公平

を期するために法律（地方税法等）

に基づき財産（給与、預金、債権、不動産、動産等）

の差押を行う場合があります。

※税金滞納の有無に関わりません。下記の事項でお悩
みの方はひとりで悩まずに、ご連絡・ご相談ください。
○消費者金融会社・信販会社等から借金の借入・返済

を繰り返し、毎月の返済により日常生活が苦しく、税

金を滞納している方や既に借金を完済している方で

も、過去に利息制限法で定められた利息を超えて借金

の返済をしている場合があります。「過払い金請求」（不

当利息返還請求）により経済的な負担や精神的な不安

を軽減することができます。

　「税金の滞納解消」と「生活再建」のお手伝いがで

きればと考えています。

　　臨時徴収所をご利用ください

　　　１月２７日（月）17：30 ～ 19：00　

　　・役場１階　税務課窓口　

　　・福祉センター本館（富沢町）

　　納税相談も実施しています

◆問合せ　税務課 納税グループ　☎２１－２１１６
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    今月の税
  
  

国保税　　　７期
　

　  　納期限
　　　1 月 27 日

節電にご協力を
　余市町庁舎等、余市町が管理する施設では、昨年

度から引き続き節電に努めてきたところですが、今

冬においても電力不足が心配されるため、12 月９

日から 3 月 7 日を集中期間とする節電プランを作

成し、平成 22 年度の最大需要電力実績の 6％削減

を目標に現在取り組みを進めています。

　主な節電対策としては、一定時間席を離れる場合

のＯＡ機器のシャットダウン、執務室の照明を業務

に支障のない範囲で減灯、ポンプなどの動力用電力

を電力消費量の少ない時間帯にシフト、大川橋ライ

トアップの中断などです。

　町民の皆様・町内事業所におかれましても、節電

対策にご協力いただきますようお願いいたします。

◆問合せ  総務課 総務グループ　☎２１－２１１１
　新しい年を迎え、各ご家庭では気持ちも新たに今年

一年の夢や希望をいろいろと話し合われていることと

思います。子ども達の健やかな成長に「家族の絆」

「家庭の教育力」は欠かすことのできない要素です。

　この「家族の絆」や「家庭の教育力」は、家族全員

が思いを同じくして全員で作り上げていくことが大切

です。これらは、家族一人ひとりの考えや思いをつむ

いでいくことで培われます。

　新しい年を迎えた今、家族みんなでこの一年の夢を

語りその実現を目指し、それぞれが目標を立てること

は、とても有意義なことです。ぜひ、家族でお話し合

いください。

　その方法の一つとして、

　・子どもに一年を通した目標を作る。
　・家族団らんの時間を増やす。
　・テレビ、ゲームなどメディア等との過剰な接触時
　　間を見直す取組み(ノーテレビ・ノーゲームの日)
　　をする。
など、新しいことへの挑戦はいかがでしょうか。

お気軽にご相談ください。　　　　　　　　　　　　

　・余市町青少年対策室（☎２３－５７４５）
　・余市警察署　　　　   （☎２２－０１１０）

新年の計画を家族で！
－夢は実現する－


